
 

会長挨拶                     山口勝義  

前回の例会では、久しぶりとなる外部講師の卓 

話を開催して、貴重な機会となりました。この例 

会開催は担当された竹内宏幸会員のご尽力のお陰 

です。コロナ禍での最良な方法を先方と何度もや 

り取りして頂き、資料配布内容や食事を省いて直 

前の会場入りなど、リスク軽減を考慮頂きました。この他、今年度

例会ゲストの方には季節の花一輪を用意、持ち帰って頂き、感謝の

意とご家族へロータリーの活動の輪を広げられるようにと、例会場

管理監督・秩序維持担当副委員長として発案していただき、実施し

ています。皆さんのクラブへの思いが形となってクラブの進化・発

展につながっていくことは、大変励みになります。ありがとうござ

いました。今後も皆さんで様々なアイディアを形にしていきましょ

う。 

また、前回の例会を振り返り感じました事は、外部の方をお招き

する例会には考慮・想定しなければならない事が数多くあり、開催

は簡単ではないということです。今は外的な環境変化が大きく、変

化に即した対応が求められる状況にあります。例会プログラムにお

いては、しばらくは外部の方が関係する例会は控えて、年明け以降

等の開催を検討するようにしていきたいと思います。同様に本日当

初予定のプログラム、安間親睦活動担当副委員長企画の「ロータリ

ー格付けチェック」親睦例会も感染リスク回避の為、開催延期とさ

せていただいています。今年度大切にしていきたい親睦活動におき

ましても、実施には的確にタイミングを見計らう必要があります。

これらを考慮した上で最適なクラブ内開催完結型を主にしたプロ

グラムへの組み直しを進めます。理事役員・理事の皆さんには事前

に上申して、随時内諾いただいた上で進めていきたいと思います。 

まず優先的に進めていきたいプログラムは、「オンライン準備例

会」です。リモート環境の整備と活用推進によって、例会参加と外

部講師招聘の敷居を下げ、リスク環境への対応力を高めていきま

す。例会の企画・設営を古川奉仕プロジェクト委員長と青木広報・

IT 推進担当副委員長の協力を仰ぎ、進めていきます。その他の企

画として「会員リレー卓話」を発案します。皆さんに 15 分の時間

を担当、リレー形式 1 例会 3 人で卓話を行っていただこうと考え

ています。お題は「私の仕事・会社の凄い所（面白エピソード可）」

です。このような機会はあまり記憶にありません。手作り感を出し

て楽しく盛り上げていただきたいと思います。タイミングによって

はクラブに興味や関心のある方に見学頂くことも可能な機会だと

思います。次回理事会上程していきたいと考えています。色々と制

約の多い環境下ですが、皆さんの知恵を出し合い有意義な例会開催

を実現させていきましょう。本日もよろしくお願いいたします。 
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幹事報告           

配布物：ロータリーの友 8月号 

回覧：ガバナー月信 8月号 

第 2720地区、第 2700地区に九

州豪雨災害援助金送金の報告、

次回例会のご案内 

ゴルフ同好会：7月 24日第 4回

ハーモニーかぐや姫カップ結果

報告；袴田雅俊会員優勝 

奉仕プロジェクト委員会： 

コロナ感染リスク回避が求めら

れる状況下において、リモート

環境の整備と活用を推進するこ

とで、リスク環境への対応力を

高めていきたいとの山口会長か

らのリクエストを優先的に実現

したく、本日例会後に、zoomの

接続テストを実施しますので、

関係者の皆さんのご協力をお願

いいたします。また、例会中に

会員リストを回覧いたしますの

で、zoom経験の有無をご記入く

ださい。 

 

 

プログラム    「情報・課題

共有：クラブ運営について 続編」 

資料；my rotary ページより↓ 
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